１．総則
1.1 適用範囲および目的

本施工要領書は、既製杭用杭頭半固定工法「キャプリングパイル工法」（以下、ＣＰ工法と称す、「テンキャップパイル工法」を含む）における、ＰＣリング・引張定着筋他の施工および品質管理に適用し、本工法の評定書の基準に適合した品質を確保することを目的とする。なお、杭頭部以外の施工管理は、別に定める杭工事施工要領書等による。
　
1.2 適用図書
本工事は下記の仕様書および設計図に基づいて施工する。

(1)　本工事の建築設計図書および特記仕様書
(2)　キャプリングパイル工法評定書(評定番号：ＢＣＪ評定-FD0060-02)
(3)　テンキャップパイル工法評定書(評定番号：ＢＣＪ評定-FD0276-01)
(4)　建築工事標準仕様書･同解説　JASS４　杭・地業および基礎工事　2009.10
上記図書に記載の無い事項については、以下の規準および指針等に準拠すること。

・2007年版　建築物の構造関係技術規準解説書　国土交通省住宅局建築指導課，2007.8

・地震力に対する建築物の基礎の設計指針　付・設計例題　日本建築センター，1989.11

・建築基礎構造設計指針　　　　　　　　　　　　  　　　　日本建築学会，2001.10

・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説　　　          　日本建築学会，2010.2
・鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説　          　日本建築学会，2001.1
・建築工事監理指針　　　　　　　　　　　　  　　　　　　公共建築協会，2008.3
1.3 変更および協議
本施工要領書に記載なき事項や、記載事項の質疑や変更に関しては監督員・監理技術者・　　工事担当者と協議の上で設計・監理の承諾を得て、杭頭部の性能を低下させないように　　施工する。

ＣＰ工法の評定事項に関する事項は、必要に応じてキャプリングパイル協会に問い合わせ、意見を聞き判断する。
1.4 周知および徹底
主たる工事の詳細については、本施工要領書によって、工事内容および作業の進め方等について作業担当者・施工業者に周知徹底させて、施工品質の確保に用いる。

1.5 キャプリングパイル協会の位置付け
　(1)ＣＰ工法の施工者（元請会社）は、本施工要領書に従って施工および施工管理を行ない施工管理記録に記入する。施工完了後に施工管理の記録を本協会員に提出する。本協会員は、提出された施工管理記録をまとめ、キャプリングパイル協会事務局に施工実績報告書を提出する。
(2)ＣＰ工法を実施施工するにあたっては、キャプリングパイル協会会員（杭メーカー）が施工効率・施工品質の確保に対する協力（施工方法・品質管理方法の説明等）を行う。
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